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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年3月13日(2008.3.13)

【公表番号】特表2007-529422(P2007-529422A)
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   Ａ６１Ｋ  31/404    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/30     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 263/58     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 495/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 333/70     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 513/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/381   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4192  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/423   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/519   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4155  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/542   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/455   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/404   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 209/30    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ｃ０７Ｄ 403/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 263/58    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 495/04    １０５Ａ
   Ｃ０７Ｄ 333/70    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 409/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 513/04    ３２１　

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月24日(2008.1.24)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
被験体におけるＨＩＶ媒介性障害を処置するための組成物であって、該組成物は、式（Ｉ
）：
【化１】

を有する化合物の有効量を含み、
　ここで、
　Ｒ１は、Ｈ、ハロ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ６～Ｃ１０ア
リール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロア
ラルキル、Ｃ３00～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキ
ニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニルであるか；
またはＲ２およびそれが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～
Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、またはＣ６～Ｃ１０ヘテロアリ
ールを形成し；これらの各々は１～５個のＲ５により必要に応じて置換され得；
　Ｒ２は、Ｈ、ハロ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ６～Ｃ１０ア
リール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロア
ラルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニ
ル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニルであるか；ま
たはＲ２およびそれが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ

１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、またはＣ６～Ｃ１０ヘテロアリー
ルを形成し；これらの各々は１～５個のＲ６により必要に応じて置換され得；
　Ｒ３およびＲ４の各々は、独立して、Ｈ、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、
Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ６～
Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２

ヘテロアラルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１

２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０

ヘテロシクロアルケニル、カルボキシ、カルボキシレート、シアノ、ニトロ、アミノ、Ｃ

１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、メルカプト、チオアルコキシ、
チオアリールオキシ、チオヘテロアリールオキシ、ＳＯ３Ｒ９、スルフェート、Ｓ（Ｏ）
Ｎ（Ｒ９）２、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ９）２、ホスフェート、Ｃ１～Ｃ４アルキレンジオキシ
、アシル、アミド、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ

６ジアルキルアミノカルボニル、アミノカルボニルアルキル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシカ
ルボニル、Ｃ１～Ｃ１０チオアルコキシカルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６

アルキルヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボニル、ヒドロキ
シアミノカルボニルまたはアルコキシアミノカルボニルであり；これらの各々は独立して
一つ以上のＲ７により置換され；
　Ｒ５およびＲ６の各々は、独立して、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１

～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ２～Ｃ１
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２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、オキソ、カルボキシ、カルボキシレート、シア
ノ、ニトロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、メルカ
プト、チオアルコキシ、チオアリールオキシ、チオヘテロアリールオキシ、ＳＯ３Ｒ９、
スルフェート、Ｓ（Ｏ）Ｎ（Ｒ９）２、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ９）２、ホスフェート、Ｃ１～
Ｃ４アルキレンジオキシ、アシル、アミド、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミ
ノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシカルボ
ニル、Ｃ１～Ｃ１０チオアルコキシカルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アル
キルヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボニル、ヒドロキシア
ミノカルボニルであり；
　各Ｒ７は独立してＣ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、アミノカルボニル
、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７

～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ

２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５

～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロシクリルアルキル、Ｃ７～Ｃ１２

シクロアルキルアルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロシクロアルケニルアルキル、またはＣ７～
Ｃ１２シクロアルケニルアルキルであり；これらの各々は１～４個のＲ１０により必要に
応じて置換され；
　Ｘは、ＮＲ８、Ｏ、またはＳであり；
　Ｒ８は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリー
ル、Ｃ７～Ｃ１２アリールアルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアリールアルキル、Ｃ３～Ｃ８

シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２ア
ルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ７

～Ｃ１２ヘテロシクリルアルキル、Ｃ７～Ｃ１２シクロアルキルアルキル、Ｃ７～Ｃ１２

ヘテロシクロアルケニルアルキル、またはＣ７～Ｃ１２シクロアルケニルアルキルであり
；
　Ｒ９は、ＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルであり；そして
　各Ｒ１０は、独立してハロ、ヒドロキシ、アルコキシ、アルキル、アルケニル、アルキ
ニル、ニトロ、アミノ、シアノ、アミド、またはアミノカルボニルである、組成物。
【請求項２】
Ｒ１およびＲ２が、ともに、それらが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケ
ニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、またはＣ６～Ｃ１

０ヘテロアリールを形成する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
Ｒ１およびＲ２が、ともに、それらが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケ
ニルを形成する、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
Ｒ１およびＲ２が、ともに、それらが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケ
ニルを形成し、該Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニルは、１または２個のＣ１～Ｃ６アルキル
により必要に応じて置換される、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
Ｒ１およびＲ２が、ともに、Ｃ１～Ｃ６アルキルにより置換されたＣ５～Ｃ７シクロアル
ケニル環を形成する、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
Ｒ１が、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル
、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアル
ケニル、またはＣ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
Ｒ１がＣ６～Ｃ１０アリールである、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
Ｒ２がＨ、ハロ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、またはＣ１～Ｃ６ハロアルキルである、請求項
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１に記載の組成物。
【請求項９】
Ｒ３が、カルボキシ、シアノ、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシカルボニル、Ｃ１～
Ｃ１０アルキルチオイルカルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルヒドラ
ジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボニル、またはヒドロキシアミノ
カルボニルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
Ｒ３が、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキ
ルアミノカルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルヒドラジノカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボニル、またはヒドロキシアミノカルボニルであ
る、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
Ｒ３が、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、またはＣ１～Ｃ６ジ
アルキルアミノカルボニルである、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
Ｒ３が、Ｈ、チオアルコキシまたはチオアリールオキシである、請求項１に記載の組成物
。
【請求項１３】
Ｒ４が、ニトロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、ま
たはアミドである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
Ｒ４が、アミノまたはアミドである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
Ｒ４がアミノカルボニルアルキルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１６】
前記アミノカルボニルアルキルのアミノが、アリール、アリールアルキル、アルキルなど
により置換される、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
各置換基が独立して、ハロ、ヒドロキシまたはアルコキシによりさらに置換され得る、請
求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
Ｒ３が、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、またはＣ１～Ｃ６ジ
アルキルアミノカルボニルであり；そしてＲ４が、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、
Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノまたはアミドである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１９】
ＸがＳである、請求項１に記載の組成物。
【請求項２０】
ＸがＮＲ８である、請求項１に記載の組成物。
【請求項２１】
Ｒ８が、Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキルまたはＣ７～Ｃ１０アリールアルキルである、請求項２
０に記載の組成物。
【請求項２２】
請求項１に記載の組成物であって、
　Ｒ１が、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキ
ル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ５～Ｃ１０シクロア
ルケニルまたはＣ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニルであるか；またはＲ２およびそれが
結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニルを形成し；
　Ｒ２が、Ｈ、ハロ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキルであるか；または
Ｒ１およびそれが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニルを形成し；
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　Ｒ３が、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアル
キルアミノカルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルヒドラジノカルボニ
ル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボニル、またはヒドロキシアミノカルボニルで
あり；
　Ｒ４が、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノまたはアミ
ドであり；そして
　ＸがＳである、組成物。
【請求項２３】
請求項１に記載の組成物であって、
　Ｒ１およびＲ２が、それらが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニルを
形成し；
　Ｒ３が、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、またはＣ１～Ｃ６

ジアルキルアミノカルボニルであり；
　Ｒ４が、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノまたはアミ
ドであり；そして
　ＸがＳである、組成物。
【請求項２４】
前記化合物が、非ＳｉｒＴ１サーチュインと比較してＳｉｒＴ１を優先的に阻害する、請
求項１に記載の組成物。
【請求項２５】
前記化合物が、ＳｉｒＴ１に対して少なくとも５倍の選択性を有する、請求項１に記載の
組成物。
【請求項２６】
前記化合物が、ＳｉｒＴ１に対して約１μＭ未満のＫｉを有する、請求項１に記載の組成
物。
【請求項２７】
被験体におけるＨＩＶ媒介性障害を処置するための組成物であって、該組成物は、式（Ｉ
Ｉ）：

【化２】

を有する化合物の有効量を含む、
　ここで、
　Ｒ１１は、Ｈ、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、
Ｃ１～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ

１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～
Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１

２アルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、
カルボキシ、カルボキシレート、シアノ、ニトロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、
Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、メルカプト、チオアルコキシ、チオアリールオキシ、チオ
ヘテロアリールオキシ、ＳＯ３（Ｒ１３）、スルフェート、Ｓ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１３）２、Ｓ
（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１３）２、ホスフェート、Ｃ１～Ｃ４アルキレンジオキシ、アシル、アミ
ド、アミノカルボニル、アミノカルボニルアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニ
ル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシカルボニル、Ｃ１

～Ｃ１０チオアルコキシカルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルヒドラ
ジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボニル、ヒドロキシアミノカルボ
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ニルであり；各々がＲ１４により必要に応じて置換され；
　Ｒ１２は、Ｈ、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、
Ｃ１～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ

１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～
Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１

２アルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、
Ｃ６～Ｃ１０アリールオキシ、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリールオキシ、カルボキシ、カルボ
キシレート、シアノ、ニトロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキ
ルアミノ、メルカプト、チオアルコキシ、チオアリールオキシ、チオヘテロアリールオキ
シ、ＳＯ３（Ｒ３）、スルフェート、Ｓ（Ｏ）Ｎ（Ｒ３）２、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ３）２、
ホスフェート、Ｃ１～Ｃ４アルキレンジオキシ、アシル、アミド、アミノカルボニル、ア
ミノカルボニルアルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキル
アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０チオアルコキシカ
ルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ

６ジアルキルヒドラジノカルボニル、あるいはヒドロキシアミノカルボニルまたはアルコ
キシアミノカルボニルであり；各々がＲ１５と必要に応じて置換され；
　Ｒ１３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロア
リール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケ
ニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、またはＣ５～Ｃ１０シクロアルケニルであり；
　Ｒ１４は、ヒドロキシ、カルボキシ、カルボキシレート、シアノ、ニトロ、アミノ、Ｃ

１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、オキソ、メルカプト、チオアル
コキシ、チオアリールオキシ、チオヘテロアリールオキシ、ＳＯ３Ｈ、スルフェート、Ｓ
（Ｏ）ＮＨ２、Ｓ（Ｏ）２ＮＨ２、ホスフェート、アシル、アミジル、アミノカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ１

～Ｃ１０アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０チオアルコキシカルボニル、ヒドラジノカ
ルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノ
カルボニル、ヒドロキシアミノカルボニルまたはアルコキシアミノカルボニルであり；
　Ｒ１５は、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１

～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ６～Ｃ１０アリールオキシ、Ｃ５～
Ｃ１０ヘテロアリールオキシ、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ

７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ

２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５

～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１０アリールアルコキシまたはＣ５～Ｃ１０

ヘテロアリールアルコキシであり；
　ＺはＮＲ１６、ＯまたはＳであり；
　各Ｙは独立してＮまたはＣＲ１８であり；
　Ｒ１６は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリー
ル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラル
キル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアル
ケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２

アルキニルであるか；またはＲ１１またはＲ１２の一方およびＲ１６は４～６個の炭素、
１～３個の窒素、０～２個の酸素および０～２個の硫黄を含む環状部分を形成し；各々が
Ｒ１７により必要に応じて置換され；
　Ｒ１７は、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～
Ｃ６アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ２～Ｃ８アルケニル、Ｃ２～Ｃ８アルキ
ニル、オキソ、メルカプト、チオアルコキシ、ＳＯ３Ｈ、スルフェート、Ｓ（Ｏ）ＮＨ２

、Ｓ（Ｏ）２ＮＨ２、ホスフェート、アシル、アミド、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ア
ルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルコキ
シカルボニル、Ｃ１～Ｃ６チオアルコキシカルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ

６アルキルヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボニル、ヒドロ



(7) JP 2007-529422 A5 2008.3.13

キシアミノカルボニルまたはアルコキシアミノカルボニルであり；そして
　Ｒ１８はＨ、ハロまたはＣ１～Ｃ６アルキルである、組成物。
【請求項２８】
ＺがＮＲ１６である、請求項２７に記載の組成物。
【請求項２９】
ＺがＮＲ１６であり、Ｒ１６がＣ１～Ｃ１０アルキル、シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０

ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～
Ｃ１２アラルキルまたはＣ７～Ｃ１２ヘテロアラルキルである、請求項２８に記載の組成
物。
【請求項３０】
Ｒ１６が、１つ以上のハロ、アルキルまたはアルコキシにより置換されたＣ１～Ｃ１０ア
ルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル
またはＣ７～Ｃ１２ヘテロアラルキルである、請求項２９に記載の組成物。
【請求項３１】
Ｒ１１が、メルカプト、チオアルコキシ、チオアリールオキシ、チオヘテロアリールオキ
シ、ＳＯ３（Ｒ１３）、スルフェート、Ｓ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１３）２、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１３

）２である、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３２】
Ｒ１１が、チオアルコキシ、チオアリールオキシ、チオヘテロアリールオキシである、請
求項３１に記載の組成物。
【請求項３３】
Ｒ１１が、１つ以上のアシル、アミドアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカル
ボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシカルボニル、
Ｃ１～Ｃ１０チオアルコキシカルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルヒ
ドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボニル、ヒドロキシアミノカ
ルボニルまたはアルコキシアミノカルボニルにより置換されたチオアルコキシ、チオアリ
ールオキシ、チオヘテロアリールオキシである、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３４】
Ｒ１１が、１つ以上のアミド、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル
またはＣ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニルにより置換されたチオアルコキシである、
請求項３３に記載の組成物。
【請求項３５】
Ｒ１１が、アミノカルボニルにより置換されたチオアルコキシである、請求項３４に記載
の組成物。
【請求項３６】
Ｒ１２が、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール
、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル
、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、
Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニルである、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３７】
Ｒ１２が、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール
、Ｃ７～Ｃ１２アラルキルまたはＣ７～Ｃ１２ヘテロアラルキルである、請求項３６に記
載の組成物。
【請求項３８】
Ｒ１２が、１つ以上のハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキ
ル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ６～Ｃ１０アリールオキシまたはＣ５～Ｃ１０ヘテロア
リールオキシにより置換されたＣ１～Ｃ１０アルキルである、請求項３７に記載の組成物
。
【請求項３９】
Ｒ１２が、アリールオキシにより置換されたＣ１～Ｃ１０アルキルである、請求項３８に
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記載の組成物。
【請求項４０】
各ＹがＮである、請求項２７に記載の組成物。
【請求項４１】
請求項２７に記載の組成物であって、
　Ｒ１１が、１つ以上のアシル、アミドアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカ
ルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ１０チオアルコキシカルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキル
ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボニル、ヒドロキシアミノ
カルボニルまたはアルコキシアミノカルボニルにより置換されたチオアルコキシ、チオア
リールオキシ、チオヘテロアリールオキシであり；
　Ｒ１２が、１つ以上のハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアル
キル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ６～Ｃ１０アリールオキシまたはＣ５～Ｃ１０ヘテロ
アリールオキシより置換されたＣ１～Ｃ１０アルキルであり；
　ＺがＮＲ１６であり；
　各ＹがＮであり；そして
　Ｒ１６が、１つ以上のハロ、アルキルまたはアルコキシにより置換されたＣ１～Ｃ１０

アルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキ
ルまたはＣ７～Ｃ１２ヘテロアラルキルである、組成物。
【請求項４２】
被験体におけるＨＩＶ媒介性障害を処置するための組成物であって、該組成物は、式（Ｉ
ＩＩ）：
【化３】

を有する化合物の有効量を含み、
　ここで、
　Ｒ２１は、ハロ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロ
アルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニ
ル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１

０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテ
ロアラルキルであるか；またはＲ２２およびそれが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０

シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１０アリールまたは
Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリールを形成し；これらの各々は、１～５個のＲ２５と必要に応じ
て置換され得；
　Ｒ２２は、ハロ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロ
アルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニ
ル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１

０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテ
ロアラルキルであるか；またはＲ２１およびそれが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０

シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１０アリールまたは
Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリールを形成し；これらの各々は１～５個のＲ２６により必要に応
じて置換され；



(9) JP 2007-529422 A5 2008.3.13

　Ｒ２３は、Ｈ、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、
Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～
Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２

～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～
Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、カルボキシ、カルボキシレート、アミノ、Ｃ１～Ｃ６ア
ルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、アシル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシカルボニ
ル、Ｃ１～Ｃ１０チオアルコキシカルボニルであり；
　Ｒ２４は、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１

～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０

ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～Ｃ８

シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２ア
ルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６

～Ｃ１０アリールオキシ、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリールオキシ、カルボキシ、カルボキシ
レート、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、メルカプト
、チオアルコキシ、チオアリールオキシ、チオヘテロアリールオキシ、アシルまたはアミ
ジルであり；これらの各々はＲ２７により必要に応じて置換され；
　各Ｒ２５およびＲ２６は、Ｈ、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６

ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ６～Ｃ１０アリ
ール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラ
ルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル
、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、カルボキシ、
カルボキシレート、オキソ、シアノ、ニトロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１

～Ｃ６ジアルキルアミノ、メルカプト、チオアルコキシ、チオアリールオキシ、チオヘテ
ロアリールオキシ、ＳＯ３Ｈ、スルフェート、Ｓ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２８）２、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒ２８）２、ホスフェート、Ｃ１～Ｃ４アルキレンジオキシ、アシル、アミジル、アミノ
カルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボ
ニル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０チオアルコキシカルボニル、ヒ
ドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキル
ヒドラジノカルボニル、ヒドロキシアミノカルボニルまたはアルコキシアミノカルボニル
であり；
　Ｒ２７は、ハロ、ヒドロキシ、カルボキシ、カルボキシレート、オキソ、シアノ、ニト
ロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、メルカプト、チ
オアルコキシ、チオアリールオキシ、チオヘテロアリールオキシ、ＳＯ３Ｈ、スルフェー
ト、Ｓ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２８）２、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ２８）２、ホスフェート、Ｃ１～Ｃ４ア
ルキレンジオキシ、アシル、アミジル、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカ
ルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ１０チオアルコキシカルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキル
ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボニル、ヒドロキシアミノ
カルボニルまたはアルコキシアミノカルボニルであり；
　Ｒ２８は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロア
リール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケ
ニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニルまたはＣ５～Ｃ１０シクロアルケニルであり；
　Ｑは、Ｓ、ＯまたはＮＲ２９であり；
　Ｒ２９は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ７～Ｃ１２アラルキルまたはＣ７～Ｃ１２ヘテ
ロアラルキルであり；
　ＰはＮまたはＣＲ３０であり；そして
　Ｒ３０はＨまたはＣ１～Ｃ６アルキルである、組成物。
【請求項４３】
Ｒ２１およびＲ２２が、それらが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル
、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１０アリールまたはＣ５～Ｃ１０ヘテ
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ロアリールを形成する、請求項４２に記載の組成物。
【請求項４４】
Ｒ２１およびＲ２２が、それらが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０のシクロアルケニ
ルを形成する、請求項４３に記載の組成物。
【請求項４５】
Ｒ２３が、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘ
テロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～Ｃ８シ
クロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アル
キニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、アミノ
、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノまたはアシルである、請求項
４２に記載の組成物。
【請求項４６】
Ｒ２３が、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ５～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ５～Ｃ１０シクロ
アルケニルまたはＣ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニルである、請求項４５に記載の組成
物。
【請求項４７】
Ｒ２４が、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１～
Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２

ヘテロアラルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１

２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０

ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１０アリールオキシ、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリールオ
キシ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、メルカプト、チオアル
コキシ、チオアリールオキシまたはチオヘテロアリールオキシである、請求項４２に記載
の組成物。
【請求項４８】
Ｒ２４が、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、チオアルコキシ、チオアリールオキシまたはチオヘテ
ロアリールオキシである、請求項４７に記載の組成物。
【請求項４９】
Ｒ２４が、Ｃ１～Ｃ１０アルキルまたはチオアルコキシであり；そしてＲ２７が、カルボ
キシ、カルボキシレート、シアノ、ニトロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～
Ｃ６ジアルキルアミノ、ＳＯ３Ｈ、スルフェート、Ｓ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２８）２、Ｓ（Ｏ）２

Ｎ（Ｒ２８）２、ホスフェート、アシル、アミジル、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アル
キルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキ
シカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０チオアルコキシカルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～
Ｃ６アルキルヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボニル、ヒド
ロキシアミノカルボニルまたはアルコキシアミノカルボニルである、請求項４８に記載の
組成物。
【請求項５０】
Ｒ２４が、カルボキシ、カルボキシレート、アミジルまたはアミノカルボニルにより置換
されたＣ１～Ｃ１０アルキルまたはチオアルコキシである、請求項４９に記載の組成物。
【請求項５１】
ＸがＳである、請求項４２に記載の組成物。
【請求項５２】
ＹがＮである、請求項４２に記載の組成物。
【請求項５３】
請求項４２に記載の組成物であって、
　Ｒ２１およびＲ２２が、それらが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニ
ル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１０アリールまたはＣ５～Ｃ１０ヘ
テロアリールを形成し；
　Ｒ２３が、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０



(11) JP 2007-529422 A5 2008.3.13

ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～Ｃ８

シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２ア
ルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノまたはアシルであり；
　Ｒ２４が、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、チオアルコキシ、チオアリールオキシまたはチオヘ
テロアリールオキシであり；
　Ｒ２７が、カルボキシ、カルボキシレート、シアノ、ニトロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アル
キルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、ＳＯ３Ｈ、スルフェート、Ｓ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２

８）２、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ２８）２、ホスフェート、アシル、アミジル、アミノカルボニ
ル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ

１～Ｃ１０アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０チオアルコキシカルボニル、ヒドラジノ
カルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジ
ノカルボニル、ヒドロキシアミノカルボニルまたはアルコキシアミノカルボニルであり；
　ＱがＳであり；そして
　ＰがＮである、組成物。
【請求項５４】
請求項４２に記載の組成物であって、
　Ｒ２１およびＲ２２が、それらが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニ
ルまたはＣ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニルを形成し；
　Ｒ２３が、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラ
ルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニ
ル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシク
ロアルケニル、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノまたはＣ１～Ｃ６ジアルキルアミノで
あり；
　Ｒ２４が、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、チオアルコキシ、チオアリールオキシまたはチオヘ
テロアリールオキシであり；
　Ｒ２７が、カルボキシ、カルボキシレート、ＳＯ３Ｈ、スルフェート、Ｓ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
２８）２、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ２８）２、ホスフェート、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ア
ルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニルまたはＣ１～Ｃ１０ア
ルコキシカルボニルであり；
　ＱがＳであり；そして
　ＰがＮである、組成物。
【請求項５５】
被験体においてＨＩＶ媒介性障害を処置するための組成物であって、該組成物は、式（Ｉ
Ｖ）：
【化４】

を有する化合物の有効量を含み、
　ここで、
　Ｒ４１は、Ｈ、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、
Ｃ１～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ

１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～
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Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１

２アルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、
カルボキシ、カルボキシレート、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアル
キルアミノ、アシル、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ１～
Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシカルボニルまたはＣ１～Ｃ１

０チオアルコキシカルボニルであり；これらの各々が１個以上のＲ４４により必要に応じ
て置換され；
　Ｒ４２およびＲ４３は、それらが結合する炭素とともに、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルキル
、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクリル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシ
クロアルケニル、Ｃ６～Ｃ１０アリールまたはＣ６～Ｃ１０ヘテロアリールであり、これ
らの各々が１～４個のＲ４５により必要に応じて置換され；または
　Ｒ４４は、Ｈ、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、
Ｃ１～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ

１０ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ３～
Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシクリル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１

２アルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、
Ｃ６～Ｃ１０アリールオキシ、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリールオキシ、カルボキシ、カルボ
キシレート、シアノ、ニトロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキ
ルアミノ、メルカプト、チオアルコキシ、チオアリールオキシ、チオヘテロアリールオキ
シ、ＳＯ３Ｈ、スルフェート、Ｓ（Ｏ）Ｎ（Ｒ４６）２、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ４６）２、ホ
スフェート、Ｃ１～Ｃ４アルキレンジオキシ、アシル、アミド、アミノカルボニル、Ｃ１

～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ１

０アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０チオアルコキシカルボニル、ヒドラジノカルボニ
ル、Ｃ１～Ｃ６アルキルヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボ
ニル、あるいはヒドロキシアミノカルボニルまたはアルコキシアミノカルボニルであり；
　Ｒ４５は、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１

～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１

２アルキニル、オキソ、カルボキシ、カルボキシレート、シアノ、ニトロ、アミノ、Ｃ１

～Ｃ６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、メルカプト、チオアルコキシ、チ
オアリールオキシ、チオヘテロアリールオキシ、ＳＯ３Ｈ、スルフェート、Ｓ（Ｏ）Ｎ（
Ｒ４６）２、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ４６）２、ホスフェート、Ｃ１～Ｃ４アルキレンジオキシ
、アシル、アミド、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ

６ジアルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０アルコキシカルボニル、Ｃ１～Ｃ１０チオ
アルコキシカルボニル、ヒドラジノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルヒドラジノカルボニ
ル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルヒドラジノカルボニル、ヒドロキシアミノカルボニルまたはア
ルコキシアミノカルボニルであり；
　Ｒ４６は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～Ｃ１０アリール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロア
リール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキル、Ｃ７～Ｃ１２ヘテロアラルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケ
ニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニルまたはＣ５～Ｃ１０シクロアルケニルであり；そして
　ＭはＮＲ４７、ＳまたはＯであり；
　Ｒ４７は、Ｈ、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、
Ｃ１～Ｃ１０アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６ハロアルコキシ、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～
Ｃ１２アルキニル、カルボキシ、カルボキシレート、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ
、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、アシル、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ
カルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニルまたはＣ１～Ｃ１０アルコキシカル
ボニルである、組成物。
【請求項５６】
Ｒ４２およびＲ４３が、それらが結合する炭素とともに、Ｃ６～Ｃ１０アリールまたはＣ

６～Ｃ１０ヘテロアリールを形成する、請求項５５に記載の組成物。
【請求項５７】
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Ｒ４２およびＲ４３が、それらが結合する炭素とともに、フェニルを形成する、請求項５
６に記載の組成物。
【請求項５８】
Ｒ４２およびＲ４３が、それらが結合する炭素とともに、フェニルを形成し、かつハロま
たはＣ１～Ｃ１０アルキルにより置換される、請求項５７に記載の組成物。
【請求項５９】
Ｒ４１が、Ｃ１～Ｃ１０アルキルであり；そしてＲ４４が、Ｈ、ハロ、Ｃ６～Ｃ１０アリ
ール、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ３～Ｃ８ヘテロシク
リル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニル、Ｃ２～Ｃ１２アルキニル、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルケニ
ル、Ｃ５～Ｃ１０ヘテロシクロアルケニル、アシル、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ
、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、アミド、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ
カルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、カルボキシまたはＣ１～Ｃ１０ア
ルコキシカルボニルである、請求項５５に記載の組成物。
【請求項６０】
ＭがＯである、請求項５５に記載の組成物。
【請求項６１】
請求項５５に記載の組成物であって、
　Ｒ４１が、Ｃ１～Ｃ１０アルキルであり；そしてＲ４４が、アシル、アミノ、Ｃ１～Ｃ

６アルキルアミノ、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノ、アミド、アミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ

６アルキルアミノカルボニル、Ｃ１～Ｃ６ジアルキルアミノカルボニル、カルボキシまた
はＣ１～Ｃ１０アルコキシカルボニルであり；
　Ｒ４２およびＲ４３は、それらが結合する炭素とともに、Ｃ６～Ｃ１０アリールまたは
Ｃ６～Ｃ１０ヘテロアリールを形成し；そして
　ＭはＯである、組成物。
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